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11地域BWA・⾃営BWA制度化の経緯

■平成19年 8月 BWAの導入に伴う制度整備

■平成20年 6月 地域BWAに係る無線局の免許・予備免許（H20.3～免許申請受付）

 初の地域BWAの無線局免許の付与（42者）

■平成25年 4月 BWAに係る臨時の利用状況調査

 約95％の市町村で無線局が開設されていない

 有償サービス提供する免許人は、約半数にとどまる

12月 地域BWAのシステム多様化のための調査（H25.11.20～H25.12.6）

 地域BWAを利用する計画を有する者を対象として利用意向を調査

 全国BWA事業者の関連会社から全国規模で参入したいという意向あり

■平成26年 7月 電波政策ビジョン懇談会 中間とりまとめ

 WiMAX R2.1AEやAXGP方式を速やかに地域BWAに適用すること

 市町村との連携等を要件として明確化すること

 公平な競争環境の維持を図るため適切な措置を講じること

 所要の経過期間を講じた上で全国バンド化を検討すること

10月 地域BWAの高度化システム導入の伴う制度整備

 高度化方式（WiMAX Release 2.1AE 、AXGP）の導入

 市町村との連携等の要件の明確化

 公平な競争環境の維持を図るための免許主体要件の適正化

■平成27年 8月 高度化システムの無線局免許付与

■令和元年12月 自営等BWAに伴う制度整備 (ローカル５Gのアンカーとして制度化)
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20⾃営等BWAの導⼊に関する基本的な考え⽅

 免許の基本的な考え⽅
• ⾃営等BWAは、地域BWAで利⽤されていない場所⼜は近い将来利⽤する可能性が低い場所で開設することを基本とする。
• 「⾃⼰の建物内」⼜は「⾃⼰の⼟地内」で、建物⼜は⼟地の所有者等に免許することを基本とする。また、当該所有者等からシス

テム構築を依頼された者も、依頼を受けた範囲内で免許取得を可能とすることが望ましい。
• 建物⼜は⼟地の所有者等から依頼を受けて⾃営等BWAの免許を取得できる者は、地域BWAと同様とする。（全国キャリア

（全国キャリア向け帯域を使⽤する電気通信事業者）及びその⼦法⼈等は免許を取得できない。）ただし、全国ＭＮＯの⼦
会社等の関連企業が⾃営等ＢＷＡをローカル５Ｇのアンカーとして必要最⼩限の範囲で構築する場合に限って、免許取得を可
能とする。

• ⾃営等BWAの免許取得後に、同じ場所において地域BWAが参⼊する場合には、地域BWAの無線局に混信を与えないように
協議等を⾏い、⾃営等BWAの無線局の空中線位置や⽅向の調整等を⾏う事を⾃営等BWAの免許の条件とすることが適当で
ある。 ただし、その場合においても、地域BWAが⼀⽅的に参⼊するのではなく、周波数の共⽤の可能性等について事前に協議を
⾏う場等を設けることとする。

 技術的条件及び共⽤条件
• 地域BWAの技術的条件及び共⽤条件と同等

 電波の有効利⽤確保について
• ⼀定期間経過後に、当該帯域の利⽤度が低い（免許⼈が少ない、地理的カバー率が低い等）、理由無く⾮効率な技術を活

⽤している事が明らかになった場合には、その利⽤⽅法の⾒直し等、電波の有効利⽤確保に向けた取組みを⾏う。

地域BWA帯域における⾃営等BWAへの周波数割当ての対象範囲は以下のとおりとし、技術的条件等
については地域BWAと同様とすることとする。



21⾃営等BWAの技術基準（地域BWAとの⽐較）
地域BWA ⾃営等BWA

周波数帯域 2575-2595MHz
利⽤通信⽅式 AXGP⼜はWiMAX R2.1 AE（TD-LTEと互換性あり）

電波の利⽤⽬的 電気通信業務⽤
⼀般業務⽤

ただし、建物⼜は⼟地の所有者等から依頼を受けて免許を取得す
るケースにおいては、電気通信業務⽤となる

免許条件／サービス範
囲

公共サービスの提供にかかる同意書等を
取得した市区町村の範囲内

「⾃⼰の建物内」若しくは「⾃⼰の⼟地内」
⼜は「建物⼜は⼟地の所有者等からシステム構築を
依頼された場合は、依頼を受けた範囲内」

全国キャリア※及びその⼦法⼈等は
免許取得不可

⼀部を除き全国キャリア※及びその⼦法⼈等は
免許取得不可

技
術
的
条
件

周波数の許容偏差 3×10-6以下
占有周波数帯幅 20MHz以下

空中線電⼒ 移動局︓200mW以下 基地局︓40W以下
空中線利得 移動局︓4dBi以下 基地局︓17dBi以下

共
⽤
条
件

隣接帯域との共⽤ • 原則として、隣接する全国BWA事業者と同期及び協議が必要。
• 同期しない場合には、隣接する全国BWA事業者との協議及び左右に5MHz幅のガードバンドが必要。

地域BWAと⾃営
BWAの共⽤

優先的利⽤ ⼆次的利⽤
• ⾃営等BWAは、地域BWAで利⽤されていない／近い将来利⽤する可能性が低い範囲で開設す
ることを基本とする。

• ⾃営等BWAの免許取得後に、同じ場所において地域BWAが参⼊する場合には、地域BWAの無線
局に混信を与えないように、空中線位置の調整等を⾏う事を⾃営等BWAの免許の条件とする。

• 周波数の共⽤の可能性等に関する話合いの場等を設けることとする。
※ 携帯電話サービス⽤及び広帯域移動無線アクセスシステム⽤の周波数（2575-2595MHzを除く。）を使⽤する電気通信事業者
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ご静聴ありがとうございました


